
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 目標 

 技能五輪全国大会レベルの技術力を習得する。 

 技能五輪全国大会ウェブデザイン職種で金賞を受賞する。 

 

２． 技能五輪全国大会ウェブデザイン職種とは 

技能五輪全国大会（以下、全国大会）とは、23歳以下の青年

技能者が各職種の技能を競う大会である。ウェブデザイン職種

とは、４つの課題が出題され、ウェブサイトおよびウェブアプ

リの設計、構築を行い、その適切さや表現力を競う。 

 

３． 国際大会の課題分析と対策 

前回の国際大会の課題を参考に分析と対策を行った。国際大

会は 6つの課題を合計 18時間で取り組む。国際大会の課題は、

より高度な知識とコーディングスピードが必要であり、その要

素が大きく難易度の高い、インタラクティブという課題に重点

を置き対策を行った。これにより、座標操作での当たり判定

や、複雑なデータ構造の実装技術を身につけた。 

 

４． 自作アプリの開発 

Recorollというスマホで画像やテキストを共有スペースに貼り

付けることで、思い出を共有するアプリを作成した。ユーザーが

アプリを扱いやすくするために、OAuth（Googleアカウントなど

の外部アカウントを使用したログイン機能）を実装したことで、

認証・認可の知識が身についた。データベースやアプリの設計を

一からすることで、アプリ作成のノウハウが身についた 

使用技術: Figma, Laravel, React 

 

 

５． 事前課題の対策 

公開された事前課題を使い、フロントエンド・バックエンド

の練習を行った。競技時間内におさめることが課題であったの

で何度も練習をして、２時間以内で完成できるようになった。

また、マーケティングページ課題（MP）でデザイン力が求めら

れるため、書籍を参考にデザインの基礎知識を身につけた。 

６． 大会結果 

バックエンドとフロントエンドでは、本

番サーバーでの大規模な環境トラブルがあ

り競技時間の変更などで自分に不利な状況

になったが、気持ちを切り替え、できる作

業から行い、最大限の対処をすることがで

きた。MPでは掲示する内容を見極め、テー

マに沿った動きを入れたデザインを完成す

ることができた。その結果、金賞を受賞す

ることができた。 
 

７． 考察、感想 

それぞれの課題の出来栄えを 100点

満点で自己採点した。今回の大会は課

題全体の難易度が上がっており、前回

大会からの出場者も多いため結果を出

すのは難しかったと思う。また、その

中で金賞を取れた理由は、全国大会レ

ベルを超えた対策や応用的なアプリを

作成する経験をして、技術力が身につ

いたからだと考える。 

2024年 9月にフランス・リヨンで国際大会が行われるため

最善を尽くしていきたい。 

電気系・高度ものづくり技能の追求と実践 
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ウェブデザイン職種の課題および競技時間 
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ER 図 Recoroll の画面 

デザインの見直し練習（古い ⇔ 新しい） 

本番の MP作品 


